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はははじじじめめめににに
警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解してください。オペレータや周囲の人の人
身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切な情報が記載さ
れています。製品の設計製造、特に安全性には常に
最大の注意を払っておりますが、この製品を適切か
つ安全に使用するのはお客様の責任です。弊社の
ウェブサイトwww.Toro.comで製品やアクセサリ情報
の閲覧、代理店についての情報閲覧、お買い上げ製
品の登録などを行っていただくことができます。

注注注 このキットプロコントロール XPシステム・キッ
トを、他のキット、たとえばエダクタキットモデル
41612、電気ホースリール・キットモデル 41613、タ
ンクリンス・キットモデル41614などと共に取り付
ける場合には、各キットをマニホルドバルブに同時
進行で取り付けるようにすることをお奨めします。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。モデル番号とシリアル番号を刻印した
銘板の取り付け位置は図1の通りです。

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 1を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 1

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要
「重要」は製品の構造などについての注意点を、注注注
はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタをををごごご使使使用用用ににになななるるる前前前ににに必必必ずずず
こここのののマママニニニュュュアアアルルルをををおおお読読読みみみににになななりりり内内内容容容をををよよよくくく理理理解解解ししし
てててくくくだだださささいいい

• このマニュアルはMulti Pro® 5800ターフスプレー
ヤ のオペレーターズマニュアル ともに保管し
てください。

• この装置を使用する人がいつでも、誰でもすぐ
にこのマニュアルを見ることができるように
しておいてください。

• このマニュアルと、Multi Pro® 5800ターフスプ
レーヤのオペレーターズマニュアルマニュアルの
説明をよく読んでください。各部の操作方法や本
機の正しい使用方法に十分慣れておきましょう。

• 子供や正しい運転知識のない方には操作させ
ないでください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に散布作業をしないでください。

• 農薬は人体や動植物、土壌などに害を及ぼす場
合があるので取り扱いに十分注意してください。
人身事故や電気系統の破損を防止するために

– 目的にあった適切な薬剤を使用してくださ
い。

– 農薬容器に張ってあるラベルをよく読み、書
かれてある指示を守る。剤の散布や取り扱い
は必ず推奨された方法で行う。

– 農薬の取り扱いと散布には十分注意を払う。

– 必要な防具は必ずすべて着用する。

– 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行う。

– 農薬の取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 使用しなかった薬液や空の薬剤容器は適切
に廃棄する。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

取り付けブラケット 1
キャリッジボルト5/16 x 3/4 インチ 3
ロックナット5/16 インチ 3
コンピュータコンソール・アセンブリ 1

1
ハンドノブ 2

コンソールコンピュータを取り付けます。

フローメータ 1
ガスケット 12
ホースクランプ, ウォームねじ 1

フローメータを取り付けます。

1
コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 取り付けブラケット

3 キャリッジボルト5/16 x 3/4 インチ

3 ロックナット5/16 インチ

1 コンピュータコンソール・アセンブリ

2 ハンドノブ

コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. 取り付けブラケットをダッシュボードに固定
する キャリッジボルト5/16 x 3/4インチ 2本と
ロックナット5/16インチ 2個を使用する図 2。

g018649

図図図 2

1. 取り付けブラケット 6. ダッシュボードの取り付け
穴既存

2. ハンドノブ (2) 7. 大きいハトメ

3. ゴムワッシャ2枚 8. ロックナット5/16 インチ

4. コンソールコンピュータ 9. ダッシュボードを打ち抜い
てできた穴

5. キャリッジボルト5/16 x 3/4
インチ

2. ダッシュボードの下の右のフレーム材に固定
してあるメインハーネスから、丸い、マルチ
ピンコネクタコンソールコンピュータ用を探
し出す。
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3. コンソールコンピュータの配線をダッシュ
ボードの下で固定しているプラスチック製タ
イを切断する。

4. ケーブルの両端についている保護用キャップ
を取る。

5. コンソールコンピュータのケーブルを、ダッ
シュボードの下から大きなハトメへ引き込む。

6. ケーブルのラインを、コンソールコンピュー
タ背面のそれぞれの入力部に接続し図 3、ロッ
キングリングで接続を固定する。

G017269

1 2

図図図 3
コンソールコンピュータの背面

1. フローメータのケーブルの
接続

2. 速度センサーのケーブル
の接続

7. ハンドノブ2個を使ってコンピュータコンソー
ルを、取り付けブラケットに取り付ける図 2。

8. コンソールの傾斜角度を使いやすい角度に調
整し、両サイドのハンドノブを締め付けて固
定する。

2
フフフロロローーーメメメーーータタタををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 フローメータ

1 ガスケット

1 ホースクランプ, ウォームねじ

手手手順順順

車体の後部に行き、ブームバルブ取り付けブラ
ケットについているブームバルブ・アセンブリを
探し出す。

1. ブームバルブ・アセンブリを取り付けブラ
ケットに固定しているボルトをゆるめる外さ
ないこと図 4。

G013877

1 2 1 3

4
図図図 4

1. ボルト 3. ブームマウント

2. ブームバルブアセンブリ 4. ワームクランプ

2. 攪拌バルブをブームバルブ・アセンブリに固
定している既存のワームクランプをゆるめる
図 4。

3. ブームバルブ・アセンブリを、攪拌バルブか
ら注意深く取り外す図 5。

G013878

1 2

3
図図図 5

1. ガスケット 3. ワームクランプ

2. ブームバルブアセンブリ

4. バルブボディについている既存のガスケット
を外す(図 5)。

注注注 クランプもガスケットも保管する。

5. 付属部品の中から、フローメータ、ガスケッ
ト、ワームクランプを探し出す。

6. 攪拌バルブとブームバルブ・アセンブリの間
にフローメータを取り付けるフローメータに
ついている矢印がブームバルブ3個の方に向か
うように取り付けること図 6。

注注注 両方のガスケットが正しく取り付けられて
いることを確認してください。
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G01 3879

1 2 1

3
図図図 6

1. ガスケット 3. ワームクランプ

2. フローメータ

A. 既存のガスケットは、攪拌バルブにはまる
ようにフローメータ側に取り付ける図 6。

B. 既存のワームクランプをフローメータに
取り付ける。

C. フローメータを、攪拌バルブのボディに
面一に取り付ける。

注注注 クランプを締め付けてフローメータを
攪拌バルブのボディに固定する。

D. 新しいガスケットは、フローメータのボ
ディの開放側に取り付ける

E. フローメータの開放端に、新しいワーム
クランプを取り付ける。

F. ブームバルブ・アセンブリを、注意深く
元の位置に戻すフローメータのボディと
面一になるように図 7。

G013880

図図図 7

G. クランプを締め付けてフローメータを
ブームバルブ・アセンブリに固定する。

7. ブームバイパス・アセンブリを取り付けブラ
ケットに固定しているボルトを締め付ける。

8. ブームバルブマニホルドに来ている散布シス
テム用ワイヤハーネスを探し出す。

9. キャップのついている丸いコネクタを探し出
す。

10. キャップを外すと3ピンのプラグが出てくる
ので、これをフローメータからきている線に
接続する。

11. ロッキングリングがついていればそれで固定
する。

12. すべてのホースクランプが適切に締め付けら
れていることを確認する。

13. 13)赤いノブバイパスバルブを右に回す。軽
い抵抗が感じられるようになったら、そこが
バルブが完全に閉じた位置であるので、その
位置で止める。

注注注 バルブが完全に閉じるのには、ノブを3-4回
転1回転360度が必要です。

注注注 バイパスバルブについている水量目盛り
は、単なる目安のためのものです。目盛りの
0位置までノブを回しても完全に閉じている
とは限りません。必ず、ノブを回すときに軽
い抵抗が感じられるようになるまで回してく
ださい。この抵抗が、バルブが閉じたことを
示しています。
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製製製品品品ののの概概概要要要

G013881

1 2 3 4

5 6 7
図図図 8

1. 電源スイッチ 5. CE キー

2. ディスプレイ 6. ファンクションキー

3. キャリブレーション基本設
定キー

7. エンターキー

4. フローコントロール・スイッチ

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
ProControl™ システムは、コンピュータをベースとし
たコントロールコンソールと、速度センサーとター
ビン式のフローメータで構成されています。

実際にエンジンを始動させて運転する前に、各部の
名称や操作方法に慣れてください図 8。

電電電源源源スススイイイッッッチチチ

コンソールの電源の ON/OFFを行うスイッチです。
コンソールコンピュータの電源を切っても、コン
ピュータ内のデータは失われません。

フフフロロローーーコココンンントトトロロローーールルル・・・スススイイイッッッチチチ

自動および手動でスプレー装置をコントロールする
ためのスイッチです。自動位置は 2つ、手動位置
は 1つあります。

デデディィィスススプププレレレイイイ

コントロールの作動状態や設定データを表示しま
す。

キキキャャャリリリブブブレレレーーーシシショョョンンン基基基本本本設設設定定定キキキーーー

コンソールコンピュータにデータを入力したり、散
布システムの基本設定をするためのキーです。

フフファァァンンンクククシシショョョンンンキキキーーー

散布済み総面積、散布済み薬量、走行速度、タン
ク内の残量など、必要なデータを見たいときに使
用します。

エエエンンンタタターーーキキキーーー

コンソールコンピュータへの入力を確定するキー
です。

CE キキキーーー

ディスプレイに表示されているデータを消去しま
すまた、ファンクションキーが複数の項目の表示
機能を持っている場合には、項目の選択に使用し
ます。

コンソールコンピュータで使用できるパラメータ
は以下の通りです面積 USエーカー、SIヘクター
ル、TU1,000 ft2

コココンンンソソソーーールルルキキキーーー

図 9に、コンソールについているキーを示します。

G013305

BOOM 1
CAL

1

BOOM 2
CAL

2

BOOM 3
CAL

3

SPEED
CAL

4

METER
CAL

5

VALVE
CAL

6

RATE 1
CAL

7

RATE 2
CAL

8

VOL
TANK

9

TIME

0

SELF
TEST

CE TOTAL
AREA

TOTAL
VOLUME

FIELD
AREA VOLUME

FIELD
DISTANCE SPEED

MIN
VOL /

HOUR
AREA /

MENU
DATA

ENTER

図図図 9
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キキキーーーののの一一一覧覧覧表表表

キキキーーー 名名名称称称 機機機能能能*

BOOM
1 CAL
(1)

ブーム 1 の長さ 右ブームの長さを表しますノズルの数×ノズル間隔 で計算
されますインチまたはセンチ。
デデデフフフォォォルルルトトト出出出荷荷荷時時時設設設定定定ははは、、、80 インチ (204cmです。

BOOM
2 CAL
(2)

ブーム 2 の長さ 左ブームの長さを表しますノズルの数×ノズル間隔 で計算
されますインチまたはセンチ。
デデデフフフォォォルルルトトト出出出荷荷荷時時時設設設定定定ははは、、、60 インチ (152cmです。

BOOM
3 CAL
(3)

ブーム 2 の長さ 中央ブームの長さを表しますノズルの数×ノズル間隔 で計
算されますインチまたはセンチ。
デデデフフフォォォルルルトトト出出出荷荷荷時時時設設設定定定ははは、、、80 インチ (204cmです。

SPEED CAL
(4)

速度の基本設定値 トロのスプレーヤにはすべて、当面の初期値として、系とTU系では 148
を、SI系では38を入力します。

METER CAL
(5)

フローメータの基本設定値 フローメータに貼ってあるラベルまたはケーブルについているタグに表示
されている数値を入力します系とTU系ではガロン数値Galを、SI系では
リットル数値Liter。

VALVE CAL
(6)

コントロールバルブの応答時間 システムの応答速度を設定する数値です。
トロのスプレーヤにはすべて、当面の初期値として 23 を入力します。

RATE 1 CAL
(7)

目標散布率その1 第一設定散布量です。

RATE 2 CAL
(8)

目標散布率その2 第二設定散布量です。第二設定を使用しない場合には、第一設定と同
じ値を入力してください。

VOL / TANK
(9)

タンクの残量 薬剤タンクに残っている液剤の量を表示します。タンクに新しく薬剤を入
れるごとにリセットしてください。

TIME
(0)

24時間表示の時計 24 時間表示時計または経過時間表示タイマーとして利用できます。コン
ソールコンピュータの電源を切るとリセットされます。

SELF TEST
(←)

設定した車両速度でのシミュレーション 車両を停止させたまま走行せずにシステムの作動状態をシミュレーショ
ンし、設定を確認調整するのに使用します。

CE 入力を取り消しキー I入力を間違えた場合の取り消し、初期設定時に設定を切り替える、表示
される機能を切り替えるのに使用します。

TOTAL
AREA

散布総面積 散布された総面積を積算表示しますリセットでに戻ります。

TOTAL
VOLUME

散布された液剤の総量 散布された液剤の総量を積算表示しますリセットでに戻ります。

FIELD
AREA

散布個別面積 散布された総面積を積算表示しますリセットでに戻ります。

FIELD
VOLUME

所定区域に散布したあ液剤の量 散布された液剤の総量を積算表示しますリセットでに戻ります。

DISTANCE 走行距離 総走行距離を積算表示しますリセットでに戻ります。

SPEED 走行速度 車両の走行速度を表示します。

VOL / MIN 現在の走行速度で1分間あたりに投下され
る液剤量

システムが現在散布している量1分あたりの投下量を表示します。

AREA /
HOUR

現在の走行速度で、1時間あたりに散布で
きる面積

現在の走行速度で1時間あたりに散布される面積をエーカー、1,000平
方フィート、またはヘクタールで表示します。

DATAMENU 現在の走行速度で、1時間あたりに散布で
きる面積. Data Menu を何度か押すと、攪
拌設定Preset Agitationになります。

ブームが OFF のときの攪拌水圧を調整します。 初期設定は 105 です。
注数値が大きくなると攪拌水圧も大きくなります。数値は水圧値ではあ
りません。

ENTER 入力データ確定キー コンソールコンピュータへの入力を確定するキーです。

*表中の基本設定数値は すすすべべべててて参参参考考考値値値ででですすす。散布前に、スプレーヤの設定が正しいかどうかを確認する
ようにしてください。
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運運運転転転操操操作作作
コンソールコンピュータは、車両の速度の変化に
合わせて自動調整を行い、単位面積当たりの散布
量を一定に保持します。You set the target volume per
unit area to spray and the console computer automatically
maintains the flow within the proper range of the vehicle
speed and continually displays the actualコンソールコン
ピュータに目標散布率をセット、所定の速度範囲で
散布すれば、あとはコンピュータが自動的にその
量での散布を維持し、実際の散布量や散布面積を
ディスプレイに表示します。また、コンソールコン
ピュータは散布面積、車両の走行速度、液剤散布
量をモニタしています。

重重重要要要 手手手動動動優優優先先先スススイイイッッッチチチををを使使使うううととと、、、シシシススステテテムムムののの点点点検検検
ややや、、、スススポポポッッットトト散散散布布布ににに便便便利利利ででですすす。。。

注注注 万一コンソールコンピュータが故障した場合で
も、コンソールコンピュータの背面からプラグを
抜けば、手動による散布を行うことができます。
この場合には、車両のセンターコンソールのコン
トロールを使用します。

この章では、以下のような記載方法で説明を行い
ます。

• コンソールコンピュータのキーの名称はカッコ
でくくって表記します。表記例 [ENTER]キー
を押す。

• 入力していただくデータは太字で表記し、入入入力力力
などの表現を使います 。表記例123と入力

• ディスプレイに表示されるデータは通常の英字
大文字で表記します。

コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタののの初初初期期期設設設
定定定ををを行行行ううう
スプレーノズル散布システムを使用できるようにす
るには、コンソールコンピュータのプログラミン
グが必要です。これは、初めて電源を入れたとき
に一度だけ行えばよい操作です。

始動キーを ON位置に回します。

注注注 コンソールのディスプレイ画面に CALという
メッセージが表示されます。

US, SI, まままたたたははは TU ををを選選選択択択すすするるる

USエーカー単位の表示 , SIヘクタール単位の表示ま
たは TU1,000平方フィートあたりの表示を選択する
には:
1. 希望する単位コードUS, SI, TUが表示されるま

で [CE]キーを何度か押す。

2. [ENTER] キーを押す。

注注注 入力を間違えた場合にはコンソールコン
ピュータ全体をリセットすることができま

す方法は、電源スイッチを OFFにし、次に、
[CE]キーを押したままで電源スイッチを ON
にします。

Meter Cal ののの値値値ををを入入入力力力すすするるる

U.S.単位系ではガロン、1,000 sq. ftの場合もガロン、
SIの場合にはリットルで行います。

1. [Meter Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. Meter Calの初期設定値を入力する

注注注 Meter Cal初期値フローメータの基本設定
値はフローメータ本体のラベルまたはコード
についているタグに記載されています図 10。
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1. タグ 2. フローメータ

4. [ENTER]キーを押す。

Rate 1 おおおよよよびびび Rate 2 ををを入入入力力力すすするるる

Rate 1と Rate 2に散布率小数点付きを入力します。
最初に設定した単位系に従って、USエーカー単位
の表示ではガロン毎エーカー、TU1,000平方フィー
トあたりの表示ではガロン毎1,000平方フィート、
SIヘクタール単位の表示ではリットル毎ヘクター
ルで入力します。

1. [Rate 1 Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. 目標散布率を入力USの場合はガロン/エー
カー、TUの場合はガロン/1,000平方フィー
ト、SIの場合はリットル/ヘクタール。

4. [ENTER]キーを押す。

5. [Rate 2 Cal]キーを押す。

6. [ENTER]キーを押す。

7. 目標散布率その2を入力するUSの場合はガロ
ン/エーカー、TUの場合はガロン/1,000平方
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フィート、SIの場合はリットル/ヘクタール。
第二散布率の設定は任意。

注注注 ノズルのサイズに変更がない場合には、第
一設定との差が 20%以内である必要があり
ます。第二設定を使用する予定がない場合に
は、第一設定と同じ値を入力してください。

8. [ENTER]キーを押す。

注注注これで、コンソールコンピュータのプログラミン
グは終了です。CALの点滅が停止しているのを確認
してください。まだ点滅している場合には、プログ
ラミングをやり直してください。

デデデーーータタタををを表表表示示示すすするるるにににははは
データを見たい場合には、以下の操作を行います

総総総面面面積積積

[Total Area]キーを押す。

散散散布布布総総総量量量

[Total Volume]キーを押す。

注注注 総散布量を0にするには [Enter]キーを押して、次
に 0を押し、もう一度 [Enter]キーを押します。

個個個別別別面面面積積積

[Field Area]キーを押す。

個個個別別別散散散布布布量量量

[Field Volume]キーを押す。

注注注 区画散布量を0にするには [Enter]キーを押して、
次に 0を押し、もう一度 [Enter]キーを押します。

走走走行行行距距距離離離

[Distance]キーを押す。

注注注距離はメートルまたはフィートで表示されます。
距離を0にするには [Enter]キーを押して、次に 0を
押し、もう一度 [Enter]キーを押します。

速速速度度度

[Speed]キーを押す。

1分分分当当当たたたりりり散散散布布布量量量

[Vol/Min]キーを押す。

時時時間間間当当当たたたりりり面面面積積積

[Area/Hr]キーを押す。

US, SI,まままたたたははは TU

1. [Self Test]キーを押して保持する。

2. [Total Area]キーを押す。

注注注 これらの設定状態がディスプレイに交互に
表示されます。

Data Menuデデデーーータタタメメメニニニュュューーー

ブームが OFFのときの攪拌水圧を調整します。 当
面の初期設定として 95を入力します。[Data Menu]
キーを一度押すと、現在の設定が表示されます。
[Enter]キーを押し、 95を入力し、もう一度 [Enter]
キーを押します。

注注注 PWMパルス幅変調に関わる他の設定は全て規定
値ですから変えないでください。

コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタののの自自自己己己テテテ
ススストトト機機機能能能ををを使使使ううう
車両を実際に走らせることなく、予定している走
行速度における散布状態をシミュレーションする
ことができます。

1. [Self Test]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. 予定速度を入力するマイル/時または km/h。

4. [ENTER]キーを押す。

5. [Speed] キーを押して速度を確認する。
速度がディスプレイに表示される。

注注注車両が実際に走り始めるか、コントローラの電源
を切ると、自己テストは自動的に終了します。

デデデーーータタタロロロッッッククク機機機能能能ををを有有有効効効にににすすするるる
これは、データロックコード暗証コードを入力しな
いとデータの入力ができないようにする機能です。

1. [Data Menu]を何度か押すと、ディスプレイに
PRESS ENTER FOR DATA LOCKと表示され
る。

2. 15秒間以内に 4ケタの暗証コードを入力し
て [Enter]キーを押す。

デデデーーータタタロロロッッックククををを変変変更更更すすするるる
1. [Data Menu]を何度か押すと、ディスプレイに

PRESS ENTER FOR DATA LOCKと表示され
る。

2. [ENTER]キーを押す。

注注注 ディスプレイに OLD CODE Eと表示され
ます。

3. 15秒間以内に 4ケタの暗証コードを入力して
[Enter]キーを押す。

4. [ENTER]キーを押す。

デデデーーータタタロロロッッックククががが有有有効効効ななな状状状態態態でででののの
デデデーーータタタののの入入入力力力方方方法法法
1. 入力したい「日」に該当するキーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。
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ディスプレイに CODEと表示される。

3. データロックコードを入力する。

コードが正しければディスプレイに Eと表
示される。

4. 通常通りにデータを入力する。

注注注 データロック機能を解除するには、コード 0を入
力するか、またはコンソールをリセットします。
リセットするには、まず電源スイッチを OFFに
し、次に [CE]キーを押したままで電源キーを ON
にします。

電電電源源源オオオフフフ日日日数数数ののの設設設定定定
車両の 12 Vバッテリーの消耗を抑制したい場合に
は、電源オフ日数を設定します。この電源オフモー
ドに入ると、データは全て保存されていますが、日
付機能付き時計は作動を停止します。電源オフ遅延
設定は、10日間に初期設定されています。

1. [Time]キーを 5回押す。

ディスプレイに POWER DOWN DAYと表示さ
れる。

2. [ENTER]キーを押す。

3. 電源オフ日数の設定を変更する。

4. [ENTER]キーを押す。

コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタのののアアアラララーーー
ムムムををを使使使ううう
必要に応じてご利用ください。

目標散布率と実際の散布率との差が 30%以上と
なってこの状態が 5秒間継続するとアラームがな
ります。

1. [Data Menu]キーを 数回押す。

ディスプレイに ALARM ONと表示される。こ
れでアラームが有効となる。

2. [CE]キーを押す。

ディスプレイに ALARM OFFと表示される。こ
れでアラームが無効となる。

シシシススステテテムムムのののセセセッッットトトアアアッッップププ
散布システムを使用する前に、以下の操作を行っ
てください。

1. 開始前に、以下の説明をよくお読みください。

2. 逆流防止駐車ブレーキー津にホースを接続し、
タンクに約半分程度まで真水を入れる。

重重重要要要 散散散布布布前前前ににに、、、タタタンンンククク、、、ススストトトレレレーーーナナナ、、、ポポポンンン
プププ、、、バババルルルブブブ、、、ノノノズズズルルルををを含含含めめめ、、、すすすべべべてててののの機機機材材材部部部
分分分ををを点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。

3. エンジンを始動する始動手順については Multi
Pro® 5800ターフスプレーヤ のオペレーターズ
マニュアル を参照。

4. スロットルレバーを最大位置にセットする。

5. ブーム ON/OFFスイッチを OFFにする。

6. Man/Rate手動・散布率スイッチをMan手動に
する。

7. 電源 ON/OFFスイッチを ONにする。

8. 散布ポンプコントロールスイッチを ONにす
る。

9. ブーム長、流量Meter Cal、散布率Rate 1と Rate
2の設定に間違いがないことを確認する。

10. マルチプロ 5800の オペレーターズマニュアル
を参照して、車両を走行させない状態で自己
テスト散布量確認シミュレーションを行う。

注注注 車両を実際に走らせることなく、予定して
いる走行速度における散布状態をシミュレー
ションすることができます。車両が実際に走
り始めると、自己テストは自動的に終了しま
す。このモードで動作させる場合には、speed
calの設定値が 900以上US系または TU系の場
合または 230以上SI系の場合であることが推
奨されます。

自己テストを実施したい場合には、以下の操
作を行います

注注注 レーダー方式の速度センサーを使用してい
る場合には、間違って自己テストモードが自
動解除されてしまうことを防止するために、
速度コネクタの配線をコンソール背面で外し
ておくのがよいでしょう。

A. SELF TESTボタンを押す。

B. テスト用に使用する走行速度を入力する。

C. SPEEDボタンを押して車両の速度を確認
する。

11. ブームスイッチを ON位置にする。

注注注 スイッチのランプが点灯しない場合は、
フットスイッチが OFFになっています。フッ
トスイッチを ON位置にする。

12. 水圧調整スイッチを使って、水圧を 1.38 bar
1.4kgまで上げ、そこから 0に戻す。

13. Man/Rate手動・散布率スイッチを Rate 1にす
る。

注注注 これによりポンプの圧力が上昇を開始し、
設定した散布量になるとポンプ圧の上昇が止
まりますノズルのサイズが合っていることが
必要です。

14. マスターブームスイッチフットスイッチを
OFFにする。

15. 攪拌スイッチを ONにする。
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注注注 ポンプが作動を開始し、事前に設定してあ
る攪拌水圧まで水圧が上昇します。システム
は、ブームが OFFで攪拌が ONのときにこの
水圧まで上昇します。

初めてこの設定を行うときには、水圧計の読み
を記録しておく。攪拌バイパスバルブを操作し
て元の水圧に戻す。単位面積あたりの散布量が
大きい場合で、ブームに大量に送水する必要が
あるときは、攪拌水圧を下げる必要があるの
で、攪拌バルブボールバルブを少し閉じる。

16. ポンプスイッチと攪拌スイッチを OFF位置に
する。

シシシススステテテムムムののの試試試運運運転転転
散布システムを使用する前に、以下の操作を行っ
てください。

1. スプレーヤのブームは OFFにしたまま、予定
している散布速度で走行する。

2. [Speed]キーを押して表示される速度を確認す
る。

3. 散布ポンプコントロールスイッチを ONにす
る。

4. プロコントロール XPの電源スイッチを ON
位置にする。

5. フットスイッチを ON位置にする。

注注注 全部のブームから散布するときには、フッ
トスイッチを使います。

6. ブーム 13のスイッチが全て ONになってい
ることを確認する。

7. Man/Rate手動・散布率スイッチを Rate 1にす
る。

8. 走行速度を 2 km/h程度遅くするか速くする。

注注注 走行速度の変化に対応してシステムが自動
的に散布量を変化させます。散布量が変化し
ない自動修正が行われない場合には、初期設
定を確認し、それで問題が解決しない場合に
は故障探究を参照してください。

9. 一列の散布が終わったら、フットスイッチを
使って全部のブームを OFFにする。

注注注 これにより、散布面積の積算も停止する。

10. 散布面積と散布総量を確認する。
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保保保守守守
推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

200運転時間ごと • フローメータを洗浄する（水和剤を使用しているときには間隔を短くする）。.

1年ごと • フローメータの基本設定

フフフロロローーーメメメーーータタタののの洗洗洗浄浄浄
整整整備備備間間間隔隔隔: 200運転時間ごと

1. 内部を十分にすすぎ、完全に排水する。

2. スプレーヤからフローメータを外し、真水で
洗浄する。

3. 上流側のリテーナリングを外す図 11。

G012934

8

7

9
1

4 5

2

3
6

5
図図図 11

1. 改造されたフランジ付きボ
ディ

6. タービンスタッド・アセンブリ

2. ロータ又はマグネット・アセ
ンブリ

7. ケーブルクランプ

3. ハブまたはベアリング・ア
センブリ

8. ねじ

4. ハブ・アセンブリキー溝が
上向き

9. センサー・アセンブリ

5. リテーナリング

4. タービンとタービンハブをていねいに洗浄し、
金属粉や展着剤を十分に除去する。

5. タービンのブレードの磨耗状態を観察する。

注注注 タービンを手で持って回転させてみる。ほ
とんど抵抗なく自由に回転すれば問題ない。
軽く回転しない場合には交換する。

6. フローメータを組み立てる。

7. センサーを取り付けるハウジングの底に軽く
当たるようにする。

8. センサーのリテーナナットを注意深く締め付
ける。

9. 低圧50 kPa=0.35 kg/cm=25 psiのエアで吹いて
タービンが抵抗なく回転することを確認する。
軽く回転しない場合には、タービンハブの一
番下にある 6角ボルトを 1/16回転ずつゆるめ
て自由に回転できるようにする。

コココンンンソソソーーールルルコココンンンピピピュュューーータタタのののプププロロログググラララ
ミミミンンングググををを行行行ううう
電源スイッチを OFFにし、次に、 [CE]キーを押し
たままでコンソールコンピュータの電源スイッチ
を ONにします。

注注注コンソールコンピュータの電源を切っても、コン
ソールコンピュータのケーブルを抜いても、コン
ピュータ内のデータは失われません。

重重重要要要 掲掲掲載載載しししててていいいるるる基基基本本本設設設定定定用用用数数数値値値はははあああくくくまままでででももも参参参
照照照用用用ででですすす基基基本本本設設設定定定終終終了了了後後後、、、必必必ずずず、、、各各各散散散布布布装装装置置置にににつつつ
いいいててて、、、確確確認認認ののの測測測定定定ををを行行行いいい、、、正正正確確確ななな値値値ににに補補補正正正ををを行行行っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

注注注 コンソールコンピュータについている操作キー
の説明は、図 9と キーの一覧表 (ページ 8)を参照し
てください。

コンソールコンピュータのプログラミングを行うに
は、「運転操作」の章の「コンソールコンピュータ
の初期プログラミング」を参照してください。

注注注 電源を切っても、コンピュータ内のデータは失
われません。

Boom Calブブブーーームムム長長長ののの基基基本本本設設設定定定デデデーーータタタののの
計計計算算算

プロコントロール XPは、自動的にデフォルト設定
自動初期設定値となります。ノズル間隔を変更した
場合には、設定値を変更することができます。

Boom Calは、ノズルの数×ノズル間隔　で計算する
ことができます。

注注注 Boom 1は左ブーム運転席を基準として左側、
Boom 2は中央ブーム、Boom 3は右ブームです。

1. [Boom 1 Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。
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3. USまたはTUでは 80、SI系では 204を入力す
る。

4. [ENTER]キーを押す。

5. [Boom 2 Cal]キーを押す。

6. [ENTER]キーを押す。

7. USまたはTUでは 60、SI系では 152を入力する。

8. [ENTER]キーを押す。

9. [Boom 3 Cal]キーを押す。

10. [ENTER]キーを押す。

11. USまたはTUでは 80、SI系では 204を入力す
る。

12. [ENTER]キーを押す。

Speed CALののの値値値ををを入入入力力力すすするるる

SPEED Calの値は、散布システムが正しく動作する
ために非常に重要な値です。以下の手順を行う前
に、必ずタイヤ空気圧が適切であること、タンクに
半分量の水が入っていることを確認してください。

1. [Speed Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. 使用する単位系US, SI, TUに合った正しい Speed
Cal値を入力してください。

• US系用の値148。
• SI系用の値38。
• TU系用の値148。

4. [ENTER]キーを押す。

注注注 上記の値を入力すれば、一定の妥当な精度
範囲内での動作が行われます。さらに精度を
上げるためには微調整が必要となります。

Speed CALののの値値値ののの微微微調調調整整整ををを行行行ううう

以下の操作を行うためには、ボタン18のすべてに数
値が入力済みであり、また CALが点滅状態でない
必要があります。以下の手順で、 Speed Cal値の微
調整を行ってください。

1. 平らな地面に 152mの直線コースを作る。

2. 距離表示を 0にセットする。

3. [Distance]キーを押す。

4. [ENTER]キーを押す。

5. 0と入力する

6. [ENTER]キーを押す。

7. スタートラインからゴールまで152m車両を
運転する。

8. コンソールコンピュータに表示される走行距
離が 149m-155mであるか確認する。

9. 表示された走行距離が149m-155mでない場合に
は、以下の式を使ってSPEED Calの値を求める

• 新しい SPEED Cal値 = 148 x 500÷表示された
読みUSまたはTUの場合の式

• 新しい SPEED Cal値 = 38 x 152÷表示され
た読みSIの場合の式

10. 新しい Speed Cal値を入力する入力手順は通常
の Speed Cal入力と同じ。

Valve Cal ののの値値値ををを入入入力力力すすするるる

Valve Calは、車両の走行速度の変化に対応してバル
ブが反応する速さを決める数値です。

重重重要要要 コココンンントトトロロローーールルルバババルルルブブブののの応応応答答答ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと番番番号号号
ががが0よよよりりりももも非非非常常常ににに大大大きききいいい場場場合合合、、、シシシススステテテムムムががが常常常時時時修修修正正正
ををを行行行うううのののででで落落落ちちち着着着きききががが悪悪悪くくくなななりりりままますすす。。。

Valve Calの値を入力するには

1. [Valve Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. Valve Calの値を入力する

注注注 Valve Calのデフォルト出荷時の設定は 023で
す。ほとんどの場合、このデフォルト設定を
使用することをお奨めします散布量が少ない
場合1分あたり1.5リットル未満には 046が良い
場合もあります0.4米国ガロン未満。

4. [ENTER]キーを押す。

オオオプププシシショョョンンンののの基基基本本本設設設定定定値値値ををを入入入力力力すすするるる

以下のデータを入力しておくことができますが、
これらは散布システムの動作とは直接関係はあり
ません。

Volume Tank

タンク内にある液剤の量を表し、タンクに液剤を入
れるごとに入力を行う必要があります。コンソール
コンピュータは、実際の散布量を積算しながらそれ
をベースにタンク内の残量を表します。

1. [Vol/Tank]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. タンク内にある液の量を入力する。

4. [ENTER]キーを押す。

時時時間間間

現在時刻を 24方式で入力します。例1:30 p.m. → 13:30.
経過時間を計りたい場合には0を入力してください。

日付を入力したい場合には、以下の操作を行います

1. [Time]キーを押すと、「月」が表示される。

2. [Enter]キーを押して月を変更する。

3. [Time]キーを押す。ディスプレイに DAYと表
示される。

4. [Enter]キーを押して日を変更する。

5. [Time]キーを押す。
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ディスプレイに YEARと表示される。

6. [Enter]キーを押して年を変更する。

7. [Time]キーを押す。

ディスプレイに POWER DOWN DAYと表示さ
れる。

フフフロロローーーメメメーーータタタののの基基基本本本設設設定定定
整整整備備備間間間隔隔隔: 1年ごと—フローメータの基本設定

1. [Meter Cal]キーを押す。

2. [ENTER]キーを押す。

3. Meter Calの値を入力する。

注注注 Meter Cal初期値フローメータの基本設定
値はフローメータ本体のラベルまたはコード
についているタグに記載されています図 10。

4. [ENTER]キーを押す。

5. [Total Volume]キーを押す。

6. [ENTER]キーを押す。

7. 0と入力する

8. [ENTER]キーを押す。

9. タンクに、わかっている量の水を入れる。

注注注 最も良い結果を出すためには、このシス
テム以外の方法で水量を測れるようにしてお
くことです。最も正確に測定するには、タン
クが満杯になる前に水量が確定するようにし
ておきます。

10. 通常の方法で、タンクが空になるまでブーム
から水を散布する。

注注注 この時、車両を走らせる必要はありませ
んが、テスト用の数値を入力する必要があり
ます。

11. タンクが空になったら、散布総量Total Volumeの
表示を読む。表示されている水量が、事前に
判明している水量と同じであればよい。同じ
でない場合には、以下の方法で Meter Calに入
力すべき値を求める。通常の条件では、Meter
Calの値はフローメータのラベルに表示されて
いる数値の +/– 3%以内にあるはずである。

下の例を参考に計算する。

Meter Calラベルに書かれている数値 = 1660

散布総量　=　103

正確な水量 = 100

修正用の Meter Cal = (Meter Cal x散布総量) ÷正確な
水量

修正用の Meter Cal = (1660 x 103) /100

修正用の Meter Cal = 1710.

注注注 修正後、上記の手順を何度か繰り返して、新し
く入力した Meter Calが正確であることを確認して
ください。

フフフロロローーーメメメーーータタタのののケケケーーーブブブルルルのののテテテススストトト
1. フローメータのケーブルからコンソールコン

ピュータのケーブルを外す。

2. キー溝が 12時の位置に来るようにケーブルを
持つ図 12。

G013306

1

23

4

図図図 12

1. キー溝 3. 信号6 時の位置

2. アース2 時の位置 4. 電源10 時の位置

3. Meter Calの値を入力する入力方法は「運転操
作」の章の「Meter Calの値を入力する」を参
照。

4. [Total Volume]キーを押す。

5. ポンプ、フット、ブームの各スイッチを ON
位置にする。

6. クリップや針金を使って、2時位置と 6時位置
をショートさせる。

注注注ショートさせるごとに Total Volumeの表示が
またはそれ以上増加します。

7. Total Volumeの表示が増えない場合には、ケー
ブルが不良であるから交換する。

8. 電圧を点検する 2時位置と 6時位置DC+5 V 2
時位置と 10時位置DC+5 V)。

9. ケーブルに問題がない場合にはフローセン
サーを交換する。

注注注フローメータのケーブルをテストした後は、正し
い Meter Cal値を入力しておいてください。
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故故故障障障探探探究究究
注注注 万一コンソールコンピュータが故障した場合でも、コンソールコンピュータの背面からプラグを抜けば、手動によ
る散布を行うことができます。この場合には、車両のセンターコンソールのコントロールを使用します。

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. コンソールコンピュータ背面のヒューズ
が飛んでいる。

1. ヒューズを交換する。

2. バッテリーの接続がゆるい。 2. バッテリーの接続を締め付ける。

3. 電源スイッチが適切に機能していない。 3. 電源スイッチを修理または交換する。

電源をONにしてもディスプレイランプが点
灯しない。

4. プロセッサボード・アセンブリの不良。 4. 代理店に連絡してプロセッサボード・ア
センブリを交換してもらう。

全部のキーのランプが同時に点灯する。 1. フェースプレート・サブアセンブリの不
良。

1. 代理店に連絡してフェースプレート・サ
ブアセンブリを交換してもらう。

キーボードからデータを入力できない。. 1. フェースプレート・サブアセンブリの不
良。

1. 代理店に連絡してフェースプレート・サ
ブアセンブリを交換してもらう。

キーのインジケータが点灯しない。. 1. フェースプレート・サブアセンブリの不
良。

1. 代理店に連絡してフェースプレート・サ
ブアセンブリを交換してもらう。

1. バッテリーの接続がゆるい。 1. バッテリーの接続を締め付ける。

2. バッテリーから十分な電圧が供給され
ていない。

2. バッテリーの電圧を調べる。

エンジンを始動するたびに、Cal インジケー
タが点滅する。

3. コンソールの操作キー 18 のどれかに
値が入っていない。

3. 操作キー 18 のすべてに、必要な値
を入力する。

1. バッテリーの接続がゆるい。 1. バッテリーの接続を締め付ける。

2. バッテリーから十分な電圧が供給され
ていない。

2. バッテリーの電圧を調べる。

マスタースイッチを ON/OFF するたびにCal
インジケータが点滅する。

3. コンソールの操作キー 18 のどれかに
値が入っていない。

3. 操作キー 18 のすべてに、必要な値
を入力する。

1. バッテリーの接続がゆるい。 1. バッテリーの接続を締め付ける。

2. バッテリーから十分な電圧が供給され
ていない。

2. バッテリーの電圧を調べる。

速度を変更するたびに、Cal インジケー
タが点滅する。

3. コンソールの操作キー 18 のどれかに
値が入っていない。

3. 操作キー 18 のすべてに、必要な値
を入力する。

表示される数字や文字の一部が抜けてい
る。

1. LED表示ボード・アセンブリの不良。 1. 代理店に連絡してLED表示ボード・アセ
ンブリを交換してもらう。

1. 速度センサーケーブルのコネクタのピン
またはコンソールコンピュータの背面の
プラグがゆるい。

1. 代理店に連絡してコネクタを修理しても
らうまたはコンピュータの背面のプラグ
をしっかり差し込む。

2. 速度センサーケーブルのピンやソケッ
トが汚れている。

2. 速度センサーケーブルのピンとソケット
を清掃する。

速度表示が 0 と表示されたまま。

3. 速度センサースイッチ・アセンブリの不
良。

3. 代理店に連絡して速度センサースイッ
チ・アセンブリを交換してもらう。

1. 速度検知設定が SP3 になっていない。 1. SP3に設定する。速度表示が不正確または不安定。

2. Speed Cal の値が不適切。 2. 値が適切であるか確認する。

1. Speed Cal の値が0。 1. 値が適切であるか確認する。

2. 速度検知設定が SP3 になっていない。 2. SP3に設定する。

散布率表示が 0000 と表示されたまま。

3. 散布総量の表示が増えない。 3. フローメータの矢印が液の流れの方向
に合っていること、およびフローメータ
が正しく動作していることを確認する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. コンソールコンピュータに間違った数値
を入れた。

1. コンソールコンピュータに入力されてい
る数値を全部確認する。

2. 速度検知設定が SP3 になっていない。 2. SP3に設定する。

3. Speed Cal の値が不適切。 3. 値が適切であるか確認する。

4. Rate 1 または Rate 2 の表示が一定で
ない走行速度は一定なのに

4. フローメータの矢印が液の流れの方向
に合っていること、およびノズルが適切
なサイズであることを確認する。

5. 手動散布モードにして攪拌を ONにし、
ブームを OFF にして水圧計の水圧を上
げているのに攪拌水圧を調整できない。

5. マスタースイッチを MAN にし、ブーム
を OFF にし、電源を ON にして、バル
ブのコネクタに電圧があることを確認す
る。 Incr/Decr増減スイッチを操作して
電圧を確認する。

6. Valve Cal の設定が不適切。 6. 正しいValve Cal の値を入力する。

散布率表示が不正確または不安定。

7. プロセッサボード・アセンブリの不良。 7. 代理店に連絡してプロセッサボード・ア
センブリを交換してもらう。

1. コントロールバルブに接続している電線
が断線している。

1. ケーブルを交換する。

2. ケーブルラインの接続部が汚れている。 2. ケーブルラインを洗浄または交換する。

3. バルブコネクタに電圧がない。 3. マスタースイッチを MAN にし、ブーム
を OFF にし、電源を ON にして、バル
ブのコネクタに電圧があることを確認す
る。 Incr/Decr増減スイッチを操作して
電圧を確認する。

手動でも自動でも散布率を変更できない。

4. Inc/Dec増減スイッチの不良。 4. Inc/Dec スイッチを交換する。

1. フローメータのケーブルに断線かショー
トが発生している。

1. フローメータのケーブルのテストを行
い、不良があれば交換する。15ページ
の「フローメータのテスト」を参照。

2. フローメータ内部が汚れているか調整
が悪い。

2. フローメータ内部を清掃し、適切に調
整する。

総散布量が増えない。.

3. フローメータのトランスデューサが適切
に機能していない。

3. トランスデューサを交換する。

1. フローメータについている矢印が実際の
流れ方向と反対になっている。

1. フローメータの取り付け方向を正しく修
正する。

総散布量の表示が不正確。

2. フローメータの故障。 2. フローメータのケーブルのテストを行
い、不良があれば交換する。「フロー
メータのケーブルのテスト」を参照。
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